
１．white eyed blow out fractureに関して誤りはどれか

a) 若年者に多い

b) 内直筋より下直筋が関与することが多い

c) 手術の緊急性は低いことが多い

d) 眼窩底再建が不要であることが多い

e) Forced duction testで可動制限を認めることが多い



２．鼻骨篩骨合併骨折の症状について正しいのはどれか

a) 開口障害

b) 臭覚脱失

c) 前額部知覚低下

d) 内眼角部鋭角化

e) 両内眼角間距離狭小



３．眼窩内側壁骨折で、骨折が最もわかりやすいX線撮影

法はどれか

a) Towne法

b) Waters法

c) 頬骨軸位法

d) Fueger I 法

e) Schuller法



４．上顎骨と接していない骨はどれか

a) 鼻骨

b) 前頭骨

c) 側頭骨

d) 頬骨

e) 篩骨



５．頬骨骨折について正しいものはどれか

a) 鼻翼の知覚鈍麻は起こらない

b) 鼻出血は起こらない

c) 眼窩下神経孔は頬骨前面にある

d) 開口障害の主因は咬筋の腫脹である

e) 蝶形骨頰骨縫合は整復の基準となる



６．眼窩尖部症候群に認められるが、上眼窩裂症候群に

認められないものはどれか

a) 眼瞼下垂

b) 瞳孔散大

c) 視力障害

d) 眼球運動障害

e) 眼瞼と前額の知覚低下



７．Le Fort I 骨切後の上顎骨への血行維持に最も重要な

動脈を一つ選びなさい

a) 鼻口蓋動脈 nasopalatine artery

b) 下行咽頭動脈 descending pharyngeal artery

c) 上行口蓋動脈（顔面動脈） ascending palatine artery

d) 下行口蓋動脈（顎動脈） descending palatine artery

e) 浅側頭動脈 superficial temporal artery



８． Blowout fractureに対する骨移植術後に複視が残存し

た。原因として誤りはどれか

a) 移植骨の不足

b) 移植骨の転位

c) 外眼筋の損傷

d) 視力障害

e) 出血・浮腫



９．症候群性頭蓋（骨）縫合早期癒合症に関連のない症状

はどれか

a) 眼球突出

b) 閉塞性無呼吸発作

c) 開鼻声

d) 頭蓋内圧亢進

e) 咬合不全



10．下眼瞼の再建手技について誤りを、2つ選べ

a） 全層再建では前葉、後葉を考慮して再建する

b) 瞼裂の1/2までの欠損は直接縫合が可能である

c) Malar flapは回転皮弁の一種で、前葉の再建方法の一つである

d) 硬口蓋粘膜は後葉の支持組織としては適していない

e)   睫毛の再建手技に、後頭部の生え際からの植毛がある


